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現在の栃木県大田原市に生まれる

桜井女学校附属看護婦養成所 入学

実習先の帝国大学医科大学第一医院で
瀬尾原始と出会う

看護婦養成所を卒業
帝国大学医科大学第一医院 外科
看護婦取締（看護婦長）となる

高田女学校舎監兼伝道師として赴任

瀬尾原始と再会
知命堂病院開院 初代看護婦長となる

知命堂病院産婆看護婦養成所創設

桜井女学校時代の恩師の看病のため東京へ
戻る

東京看護婦会講習所講師

著書『派出看護婦心得』刊行

東京看護婦会会頭 就任

病気療養のため那須湯本に逗留

著書『実地看護法』刊行

大関看護婦会 設立
大関看護婦講習所開設

大日本看護婦協会東京組合長 就任

74歳 死去

連続テレビ小説「風、薫る」主人公のモチーフ

おおぜき ちか

大関 和
明治時代にキリスト教の影響を受け、西洋式看護を学び、
日本の看護師制度の基盤を築いた女性です。
当市には、明治23年、高田女学校の舎監兼キリスト教の
伝道師として赴任し、伝道活動や廃娼運動を行いました。
翌年には、かつての師である瀬尾原始と高田の路上で再
会したことをきっかけに知命堂病院の初代看護婦長に就
任しました。
その後、同院に産婆看護婦養成所が創設されると養成事
業にも協力し、養成所の基礎を確立するなど、高田の地で
約5年半に渡り、大きな功績を残しました。大関和にとって
高田は、飛躍の地となったのです。

看護技術の向上や
後輩看護師の育成に尽力

看護師として働くだけでなく、知命堂病院産婆看護婦
養成所や東京看護婦会等で講師を務め、多くの看護師
を育てました。

感染症対策と公衆衛生の普及に尽力

当時、コレラや赤痢などの感染症に対し、看護学校で学
んだナイチンゲール方式にもとづき、排せつ物の正しい処
理、丁寧な清掃と換気、患者の身体や衣服を清潔にする
ことを徹底し、大きな成果をあげました。

看護師の仕事やその存在の
重要性についての普及にも尽力

『派出看護婦心得』や『実地看護法』を刊行するなど、
著書の刊行や雑誌への寄稿を通して看護婦の重要性や
意義、看護の実践方法等について普及啓発を図りました。

大関和のあゆみ

画像：医療法人知命堂病院提供

明治のナイチンゲール

近代看護の開拓者



大関和と知命堂病院の記録
お お ぜ き ち か

桜井女学校看護婦養成所第一期生と

アグネス・ヴェッチ

（前列右から2番目  大関和）

大関和氏（右）と瀬尾ソノ院長夫人

大関和は熟練看護婦として、知命堂病院在職中
は新しい看護法を実施し、技術を駆使した。院
長の次男が気管支肺炎で呼吸困難に陥った時、
呼気吹き込み式のマウスツーマウス人口呼吸法
を行った。院長夫人が腸チフスで重篤となった
時、約70日間模範的な看病を行った。この時、
看護婦の手本を示したとして院長に感謝され賞
賛された。

明治2 7年頃の大関和（左）と

瀬尾ソノ院長夫人（左から3番目）及び生徒

傷病兵の手当　直江津駅松葉館

（左から2番目瀬尾原始　右から3番目ソノ夫人）

日露戦争の非常時において会員約30名は知命堂病院医師
により速成看護術の講習を受け、その手当に当たった。

レルヒ少佐の送別会

（左から4番目レルヒ少佐）

純日本式会席でもてなしている。会場は瀬尾原始宅。
参加者は、玄弘、原始と家族、病院看護婦。

画像(右下）：日本スキー発祥記念館展示パネルより

画像(その他)：医療法人知命堂病院提供



大関和と知命堂病院の記録
お お ぜ き ち か

大 関 和 か ら 知 命 堂 病 院 創 立 へ の 祝 辞

明 治 2 4 年 1 2 月 1 日

中 頸 城 郡 医 会 か ら 瀬 尾 原 始 へ 感 謝 状

明 治 4 0 年 1 0 月 ６ 日
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現在の上越市北城町に生まれる

東京大学医学部本科入学

帝国大学医学部本科 卒業
帝国大学院医学部外科 入学
日赤篤志看護婦人会発会式

帝国大学看護婦養成所講師就任
帝国大学第一医院外科勤務

実習生である大関和を指導

帝国大学第一医院
看護婦養成所掛就任
岡山第三高等中学校医学部教諭
兼 岡山県病院外科医長就任
岡山産婆看護婦養成所講師就任
岡山県から越後高田へ帰郷

大関和と再会
知命堂病院院長就任

知命堂病院施療患者最初の解剖
研究用骨格標本（養成所教材）製作

知命堂病院産婆看護婦養成所創設
同上所長就任

日本赤十字社篤志看護婦長会
高田支部 設立

初代高田医師会会長就任

上越聯合医師会初代会長就任

69歳 死去

文久元年
（1861）

明治14年

明治20年

明治21年

明治22年

明治24年

明治25年

明治27年

明治37年

明治44年

大正6年

昭和5年

知命堂病院 初代院長

せ お げんし

瀬尾 原始
瀬尾原始のあゆみ

知命堂病院の基礎を築く

初代院長として、大関和を看護婦長に招き、地方におけ
る近代医療と専門的看護の礎を築きました。

日本赤十字社の活動支援

日露戦争による戦傷者の増加を受け、日本赤十字社の
活動を支援するため、高田に「日本赤十字社篤志看護
婦長会高田支部」を設立しました。その活動を援助し、会
員に医学、救急法の講義を行いました。また、傷病兵の内
地送還者の治療や災害時の羅災者救助などにも出張し
ていました。

高田の発展に貢献

公共事業、衛生事業に関心が深く、高田の水道事業へ
の助言や、高田測候所設置にも尽力しました。

画像：医療法人知命堂病院提供

帝国大学医学部を卒業後、同付属病院で医師として研鑽
を積み、看護婦養成所の講師を務めました。
明治24年に知命堂病院を創設。理想とする近代医療に
は科学的知識を持つ看護婦の存在が高田の地でも不可
欠であると確信し初代看護婦長に大関和を招聘しました。
明治27年には同院において県内初ともいわれる看護婦養
成所を設立しました。
その後、中頸城郡私立産婆養成所の講師も引き受け、中
頸城郡から感謝状を授与されています。後に高田産婆会
長、初代高田市医師会長にも就任しました。

上越地域における

近代医療の先駆者
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